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【企画趣旨】

特別支援学校において、個別の指導計画は対象となる児童

生徒（以下，児童ら）の学級担任を中心として、複数教師の

協議により作成されてきた。複数教師が協働し、個別の指導

計画を作成することは、個人の予断・独断を排除するととも

に、作成者個人の心理的な負担感、不安感を低減させること

が期待できることから、多くの実践を積み重ねてきた。 
複数教師による個別の指導計画作成の方法の１つとして、

対象となる児童らに関する分有情報（安藤，2001）を収集、

収束する過程において中心課題（長田，2008）を抽出してい

く方法がある。この方法は、個人の全体像を視覚的に把握す

るための方法として有効と考えられており（長田，2008）、肢

体不自由特別支援学校を中心に実施されている（例えば八柳，

2019）。具体的には、対象児童らの実態に関わる情報を付箋

に書き出し、付箋同士のまとまり（表札）を作成し、まとま

りごとの関係性を整理するという手順を経て「実態把握図（安

藤，2001）」を作成する。対象児童らに関わることになる複数

教師による共通理解が個別の指導計画の作成を通してはから

れることになる。「実態把握図」を作成する上記の手続きが、

児童らの実態を多様な観点から見取り、指導につなげるため

の方法として有効である一方で、作成にかかる時間的・精神

的な負担感や抵抗感、手続きの難しさに伴う不安感等、様々

な課題が指摘されている。 
「自立活動の本質に迫る個別の指導計画の在り方Ⅰ 今後

の特別支援教育における個別の指導計画の意義 」において提

案したように、今後個別の指導計画の作成やそれらに基づい

た自立活動の指導は、小中学校等においても展開されること

になる。その際に、特別支援学校はこれまでの取り組みにお

いて指摘されてきた諸課題を踏まえ、小学校等において導入

可能な体制整備や新たな手続きについて提起することが求め

られている。 
そこで、本自主シンポジウムにおいては、これまでに指摘

されてきた課題を踏まえ提案された新たな手続きである「個

別の指導計画作成システム（安藤ら，2020）」を参考に取り

組まれた様々な実践の成果や課題を提案し、その在り方を検

討する。事例は特別支援学校における実践を含むが、今後小

中学校等への展開を見据えて実践されたものである。 

【話題提供の要旨】

話題提供 ：様式や校内体制の整備

個別の指導計画の様式は、各学校等の実情に応じて創意工

夫することが求められている。校内で複数教師が協働し共通

理解を図りながら個別の指導計画作成を効果的に進めていく

ためには、様式の十分な検討、見直しが重要となる。様式を

見直すとともに、校内での共通理解を高めるためにどのよう

な工夫が考えられるかについて、事例に基づき提案する。

話題提供 ：ファシリテーターの役割

複数教師による協議を経て作成される個別の指導計画にお

いては、話し合いの際のファシリテーターの重要性が指摘さ

れている。限られた時間の中で、参加する教師全員が主体性

を持って議論に参加できるように話し合いをコントロールす

る等の役割が求められる。ここでは、学習指導要領において

新たに整理された個別の指導計画作成の手続きを踏まえ、フ

ァシリテーターを中心に複数教師の共通理解を図りながら個

別の指導計画を作成した事例を通して、ファシリテーターが

担うべき役割や必要な力量等について提案する。

話題提供 ：「個別の指導計画作成システム」の通級によ

る指導への展開

特別支援学校のセンター的機能の一環として実施している

通級による指導において、「個別の指導計画作成システム」を

取り入れた実践を行った。特別支援学校の教師が小中学校等

においてファシリテーターの役割を果たしながら、関係教師

の協働により取り組まれた「個別の指導計画作成システム」

に基づく実践について紹介し、今後の小中学校等での展開を

見据えた成果や課題について提案する。 

【指定討論の要旨】

小中学校等での個別の指導計画の作成やそれらに基づいた

自立活動の指導の展開を踏まえ、センター的機能の一環とし

て、特別支援学校に求められることについて、自身の経験を

踏まえて議論を深める。

各学校の実践を踏まえ、今後の個別の指導計画作成や自立

活動に関わる小中学校等への展開への期待と要望について議

論を深める。
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（付記）本シンポジウムは、 科研費 の助成を

受けて取り組む研究に関連したものです。
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